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１. 展覧会の名称  特別展「大名と菩提所

ぼ だ い し ょ
」 

 
２. 主催   埼玉県立歴史と民俗の博物館 
 
３. 後援  朝日新聞さいたま総局、埼玉新聞社、産経新聞さいたま総局、テレ玉、 

東京新聞さいたま支局、日本経済新聞社さいたま支局、ＮＨＫさいたま放送局、 
毎日新聞さいたま支局、読売新聞さいたま支局、ＦＭ ＮＡＣＫ５ 

 
４. 助成  【文化庁】令和７年度地域ゆかりの文化資産を活用した展覧会支援事業 
 
５. 会場  埼玉県立歴史と民俗の博物館 特別展示室・季節展示室 
 
６. 会期  令和 7 年 10 月 11 日（土）〜11 月 24 日（月・振休） 

     休館日︓月曜日 
（※ただし祝日の 10 月 13 日（月）、11 月 3 日（月）、24 日（月）は開館） 

 
７. 時間  9︓00〜16︓30（観覧受付は 16︓00 まで） 
 
８. 観覧料  一般︓600 円 高校生・学生 300 円 
      団体料金（20 人以上）︓一般 400 円/高校生・学生 200 円 
      ※同日に限り常設展示室もご覧いただけます。  
      ※中学生以下、障害者手帳をお持ちの方（付添 1 名）は無料 
 
９. 展覧会の概要 

江戸時代の埼玉県域には忍・岩槻・川越に城郭が存在し、いずれも江戸近郊の要所の守りを固め
るため、城主には幕府の要職に就いた譜代大名らが任ぜられました。これらの大名たちは、参勤交
代や転封

てんぽう
を繰り返すなかで江戸と国許

くにもと
の両方に菩提寺を持ったり、転封に伴い菩提所を変えたり、

一貫した墓域を形成したりと、菩提所や墓の在り方は「家」ごとに異なりました。そもそも菩提所
とは、菩提を 弔

とむら
う場所のこと、すなわち先祖の供養

く よ う
を行う場のことを指します。江戸時代の大名
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たちにとって先祖を供養し、子として親の葬儀を執行することは、正当な後継者としての立場を表
明する重要な場でもありました。本展では 260 余年の泰平の世を支えた大名が眠る菩提所に注目
します。 

 
10.展示内容 
○第Ⅰ部 将軍の御霊屋

お た ま や
 

歴代将軍の霊 廟
れいびょう

は「御霊屋」と呼ばれます。これは単に遺骸を埋葬する墓所としての役割だけ
でなく、位牌を安置する「霊

れい
牌所
はいじょ

」や参拝するための「拝殿
はいでん

」、供物を取扱い、また法事の際の
控室などにも利用されたという「御供所

ご く し ょ
」などの様々な機能を伴う建物を含む空間です。第Ⅰ部で

は、江戸時代の諸大名を束ねた将軍家の御霊屋を取り上げます。 
 
○第Ⅱ部 大名たちの菩提所 

北武蔵ゆかりの大名家とその菩提所を紹介します。岩槻藩・川越藩・忍藩だけでも 260 余年の
うちに延べ 20 家 61 名の大名が藩主の座についていますが、本展では菩提所と大名家の関係、菩
提所に遺された品々に注目し、このうち 8 家を取り上げ紹介します。 

 
○第Ⅲ部 掃

そう
苔
たい

 ―苔を掃い、故人を偲ぶ― 
名所化する墓のすがたを追います。「掃苔」とは苔を掃うこと、転じて墓参りのことを言いま

す。江戸時代中期から各地の名所を紹介する「名所（案内）記」が出版されるようになり、その中
で著名人の墓を紹介するものがみられるようになります。 

また、同じく近世中・後期には一般向けに子として親の葬儀をどのように執り行うべきかとい
う、いわば葬儀の手引書も多く刊行されるようになります。寺

じ
檀
だん

制度のもと、誰もが菩提所を持っ
た江戸時代から死や葬儀への向き合い方を考えます。 
 
11.展示の見どころ 
 埼玉県域にゆかりの大名家とその菩提所を紹介します。大名家の菩提所には大名の遺品や供養の
ための品々が納められました。名刀、甲冑、古文書などの大名家ゆかりの品々はもちろん、墓所か
らの出土品もあわせて展示します。県内初出展の資料も多数︕意外と注目されてこなかった、大名
の菩提所に焦点を当てた展覧会です。供養や墓所の在り方が時代とともに変化することは、現代に
生きる私たちにも実感をもって理解することができるでしょう。菩提所に注目することで、江戸時
代を生きた人々をこれまでとは違った角度でとらえることができるかもしれません。 
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12.関連事業（会場︓当館） 
 
(1) 記念講演会「埼玉の大名墓所」 
  日時︓令和 7 年 11 月 8 日（土） １4 時 0０分〜１５時 3０分 

募集期間︓令和７年 9 月 2 日(火）〜10 月 16 日（木） 
内容︓埼玉に限らず様々なお墓の「墓参り」をしてきた立正大学文学部名誉教授の池上悟先生 

に「埼玉の大名墓所」をテーマにご講演をいただきます。 
 

(2) 歴史民俗講座「大名のお墓とお葬式」 
  日時︓令和 7 年 1０月 25 日（土） １4 時 0０分〜１５時 3０分 

募集期間︓令和７年 9 月 25 日(木）〜10 月 25 日（土） 
  内容︓ 江戸時代の埼玉県域には、幕府の要職を務めた大名が配置されました。そもそも「菩 

提所」ってなに︖「菩提所」に注目すると、何がわかるの︖大名のお墓とお葬式につい 
て、本展覧会を担当した学芸員が文献史料などをもとに紐解きます。 

   
(3) 落語会「笑いと弔い」 
  日時︓令和 7 年 11 月 16 日（日） １4 時 0０分〜１５時 3０分 

募集期間︓令和７年 9 月 16 日(火）〜10 月 23 日（木） 
内容︓落語家・ 桂

かつら
伸
しん

衛門
え も ん

師匠に「らくだ」を演じていただきます。 
 
(4) 学芸員による展示解説 
  10 月 13 日 9（月・祝）、10 月 26 日（日）、11 月 1 日（土）、11 月 24 日（月・振休） 

いずれも 13 時 30 分〜14 時 00 分 事前申込不要 
 
※各関連事業の申込方法は、本展チラシ又は当館ホームページ等でご案内します。 
 
第Ⅰ部「将軍の御霊屋」のみどころ 〜豪華絢爛︕御霊屋の建築美と奉納品〜 

港区指定文化財 紺紙金泥
こんしきんでい

浄土
じょうど

三部
さ ん ぶ

経
きょう

のうち観無量寿経
かんむりょうじゅきょう

 １巻  
  寛文 5 年（1665）、大本山増上寺

だいほんざんぞうじょうじ
（東京都港区） 蔵 
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寛文５年に書写
しょしゃ

され、徳川秀
ひで

忠
ただ

の廟 所
びょうしょ

である台
だい

徳院
とくいん

御霊屋
お た ま や

に奉納された経典。奥書によると、
写経の施主は秀忠とその正室・江

ごう
の娘である千姫

せんひめ
であり、経文の書写は千姫の孫の奈阿姫

な あ ひ め
によりま

す。つまり、父の菩提を弔うため、娘とその孫娘が奉納した経典であることがわかります。紺紙に
金泥でしたためられた文字の美しさもさることながら、菩提所と徳川家とのゆかりを示す、歴史的
にも貴重な文化財です。 

 
第Ⅱ部「大名たちの菩提所」のみどころ 〜由緒正しき優品揃い〜 
１ 国宝 太刀

た ち
 銘

めい
 定利

さだとし
 1 口 

  鎌倉時代（13 世紀） 東京国立博物館 蔵 
 
 
 

東京国立博物館所蔵 Image TNM Image Archives 
 

 岩槻藩主阿部正春
まさはる

が、四代将軍家
いえ

綱
つな

より拝領した太刀。寛文 3 年（1663）の日光社参の帰途
で将軍が岩槻城に立ち寄り、その際に下賜

か し
されたもの。以降代々阿部家に伝わりましたが、の

ちに明治天皇へ献上されました。御物
ぎょぶつ

となった際の木札が刀袋に縫い付けられています。作者
の定利は京都綾小路

あやのこうじ
派の刀工で、本作はその最高傑作として知られます。名刀を拝領した阿部

家の栄華が偲ばれる品です。 
 
２ 大岡

おおおか
忠光
ただみつ

公
こう

木像
もくぞう

 １躯 
  江戸時代（18 世紀） 龍門寺（さいたま市） 蔵 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 岩槻藩大岡家初代忠光の坐像

ざ ぞ う
。冠をつけ 笏

しゃく
を持ち、太刀を佩

は
いた束帯

そくたい
姿です。背面に刻まれた

銘文から、宝暦 10 年（1760）の没後間もなく製作され、菩提所である龍門寺
りゅうもんじ

に納められた像であ
るとみられます。 
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３ 紅
べに

縮緬地
ち り め ん じ

唐
から

花
はな

唐草
からくさ

に五
ご

瓜
か

に唐
から

花
はな

紋
もん

刺繍
ししゅう

袱紗
ふ く さ

 １枚 
  天保６年（1835） 光

こう
巖寺
が ん じ

（群馬県前橋市） 蔵 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

袱紗
ふ く さ

とは方形の絹布で、進物の上に掛けたり物を包んだりするのに用いられます。川越藩秋元
家の家紋である五

ご
瓜
か

に唐
から

花
はな

紋
もん

が金糸で刺繍されている大変贅沢なつくりの袱紗です。裏の銘に
よると、秋元家九代久

ひさ
朝
とも

（山形藩主）の姉である本源院
ほんげんいん

の菩提を弔うため、秋元家が奉納した
ものとわかります。秋元家は前橋藩→川越藩→山形藩→館林藩へと転封しますが、秋元家初代
の長朝

ながとも
が前橋（総社

そうじゃ
）に建立した光巖寺を大切にしていました。藩主のみならず所縁のあるも

のの菩提を弔う場所として光巖寺が重んじられていたことがわかります。 
 

４ 米津寺
べ い し ん じ

開山
かいさん

大愚
た い ぐ

和尚
おしょう

肖像画
しょうぞうが

 １幅 
  承応２年（1653） 米津寺（東京都東久留米市） 蔵 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久喜藩は貞享元年（1684）から寛政 10 年（1798）までの間、久喜（現久喜市）に置かれた藩
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です。所領は武蔵
む さ し

国
のくに

埼玉郡・多摩郡のほか、上総（現千葉県）・下総（現・千葉・茨城県）・
常陸
ひ た ち

国
のくに

（現茨城県）に点在していました。 
本資料は久喜藩主米津家

よ ね き つ け
の菩提所であった米津寺に伝わる開山上人の肖像画。米津寺には米津家

歴代の墓所があります。米津寺は万治２年（1659）開山を大愚、開基を米津家二代当主田
た

盛
もり

と
し、米津家の菩提寺として建立されました。米津家とともに米津寺を開いた大愚和尚のすがたをあ
らわす重要な作品です。 
 
第Ⅲ部「掃苔-苔を掃い、故人を偲ぶ-」のみどころ 〜出版文化と葬送文化〜 
 葬事略記 
 江戸時代末期 当館蔵 
 
 
 
 
 
 
 
 

幕末〜明治にかけて活躍した神道家、角田
つ の だ

忠行
ただゆき

による著作。老いた父母を持つ者はその肖像画な
どを用意しておくこと、遺言がある場合は記して置くべきこと、などの心構えや、棺桶

かんおけ
を作る際の

素材、葬儀の準備や儀式全般について記されている神道式の葬儀マニュアル本です。遺体の取扱い
方、儀礼に使用する葬具など、儒教式の葬祭に似通った点が多くみられます。江戸時代中・後期に
盛んになる儒書の刊行と儒教の受容に伴い、江戸時代末期には仏教寺院に依らず、自ら葬儀を執行
するための神式・儒式の葬儀書も多く出版されました。 
 
特別展 HP（埼玉県立歴史と民俗の博物館 HP） 
https://saitama-rekimin.spec.ed.jp/daimyo_bodaisyo 
 
担 当 
埼玉県立歴史と民俗の博物館 
特別展示・広報担当 黒田、井上、別所 (広報窓口) 大見 
〒３３０－０８０３ さいたま市大宮区高鼻町４－２１９ 
TEL ０４８(６４５)８１７１  FAX ０４８(６４０)１９６４ 
E-mail  m4108906@pref.saitama.lg.jp（特別展示・広報担当代表）                        

https://saitama-rekimin.spec.ed.jp/daimyo_bodaisyo
mailto:m4108906@pref.saitama.lg.jp

